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慢性期医療に関する衆議院議員アンケート 回答結果一覧 

 

調査日  平成21年８月17日現在 
調査対象 衆議院議員 480 名 

 

調査対象議員数 回収数 回収率 

480 82 17.1 

 

回答議員全体の割合（n=82）
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１．2200 億円の社会保障費の

削減方針撤回について

２．介護療養型医療施設の

廃止について

３．後期高齢者医療制度について

４．療養病床を含む

慢性期医療病床の増床について

５．小泉政権以降の高齢者医療政策の

白紙化見直しについて

賛成 反対 その他 無回答

前衆議院議員の皆様に本年７月、「慢性期医療に関するアンケート」を実施いたしました。回答の結果をご報告申し上げます。 
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【ご協力いただきました前衆議院議員の回答一覧】（平成 21 年 8 月 17 日現在） 

 

自由民主党 （五十音順、敬称略） 

議員氏名 
回答 
有無 

１．2200 億円の社会保
障費の削減方針撤
回について 

２．介護療養型医療施設
の廃止について 

 

３．後期高齢者医療制度
について 

 

４．療養病床を含む慢性
期医療病床の増床
について 

５．小泉政権以降の高齢
者医療政策の白紙
化見直しについて 

赤間 二郎 有 賛成 反対 賛成 賛成 その他 

飯島 夕雁 有 賛成 反対 反対 賛成 賛成 

石崎 岳 有 賛成 その他 その他 賛成 その他 

【意見】 ２及び５については、単純に賛否だけでは答えられませんので、無回答といたします。 

今津 寛 有 賛成 その他 その他 賛成 賛成 

【意見】 ２および３．いちがいに言えない。 

江藤 拓 有 賛成 その他 賛成 賛成 その他 

大塚 高司 有 賛成 賛成 その他 賛成 反対 

大前 繁雄 有 賛成 反対 賛成 賛成 反対 

【意見】 上記の実現のためには、やはり財源の手当が必要。消費税の増税は避けられない。 

奥野 信亮 有 賛成 反対 賛成 賛成 反対 

海部 俊樹 有 賛成 無回答 賛成 無回答 無回答 

【意見】 回答は自由民主党のものに準じます。 

亀岡 偉民 有 賛成 反対 反対 賛成 賛成 
川条 志嘉 有 賛成 反対 その他 賛成 賛成 
木村 太郎 有 賛成 その他 賛成 賛成 その他 

 

【意見】 ２．療養病床の再編成は、ご高齢の方のニーズにあったサービスを適切に提供するという主旨に基づき、平成 18 年の医療制度改革関連法で定められ

ているものです。 これまでに受け皿施設の創設等の支援策が講じられており、介護療養型医療施設に入院されている方の追い出しを生じないよう、

必要な医療・介護サービスに応えられるきめ細やかな受け皿を進め、円滑な転換を推進することが重要と考えており、ご関係皆様のご意見を加味して、

今後とも検討を続けてまいります。 

 ５．単に長寿医療制度を廃止し、元の老人保険制度に戻すということでは、負担のルールが明確でない、運営の主体が分からない、といった問題の

ある制度に逆戻りするばかりでなく、現場が混乱し、低所得者の方の負担が上がるなど様々な問題が生じることから、制度を廃止するのではなく、高

齢者の方々の心情に配慮しつつ、ご関係皆様のご意見を加味して、問題点については大胆に見直し、よりよい制度への進化を着実に進めます。 

小池 百合子 有 賛成 反対 無回答 賛成 反対 
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後藤田 正純 有 賛成 反対 その他 賛成 賛成 

 

【意見】 

 ３についてはプロセスのひとつ。財源を明確にして、より安定した医療制度を確立すべきであり、早く、より負担を高齢者には下げるべきである。 

木挽 司 有 賛成 反対 その他 賛成 賛成 
【意見】 ３．見直し 

清水 鴻一郎 有 賛成 反対 反対 賛成 賛成 
清水 清一朗 有 賛成 反対 賛成 賛成 無回答 

 

【意見】 国の政策は予算措置を講じることにより、はじめて実効性をともないます。 

 小泉政権における高齢者医療政策も、全部が間違っていたわけではありません。社会保障費のシーリングを決めて、その目標に向かって進んだもの

の、実態と合わなくなったための変更です。目標を立てたこと自体が間違っていたわけではありません。 

下村 博文 有 賛成 反対 反対 賛成 賛成 
新藤 義孝 有 賛成 反対 賛成 賛成 賛成 
鈴木 俊一 有 賛成 無回答 賛成 賛成 無回答 

【意見】 ２及び５については、単純に賛否だけでは答えられませんので、無回答といたします。 

関 芳弘 有 賛成 反対 反対 賛成 賛成 
高市 早苗 有 賛成 反対 賛成 賛成 反対 

田野瀬 良太郎 有 賛成 反対 その他 賛成 その他 

【意見】 ３および５．修正 

田村 憲久 有 賛成 その他 賛成 賛成 その他 

 

【意見】 ２．必要な医療・介護サービスのための受け皿を整備し、円滑な転換を推進することが重要。 

 ３．必要な見直しを行う。 

 ４．必要な慢性期医療病床は確保しつつ、高齢者等のニーズに応じていくことが重要。 

 ５．制度を廃止するのではなく、高齢者の方々の心情等に配慮しつつ問題は大胆に見直し、よりよい制度への見直しを進めることが必要。 

土屋 品子 有 賛成 反対 賛成 賛成 反対 
冨岡 勉 有 賛成 反対 賛成 賛成 賛成 
西銘 恒三郎 有 賛成 反対 賛成 賛成 賛成 

 

【意見】 税制の見直しにより、財源を確保する必要有り。 

    ５．一部見直し 

野田 毅 有 無回答 その他 賛成 賛成 その他 

 

【意見】 ２．きめ細やかな受け皿を進める検討を続ける。 

    ５．問題点は大胆に見直し、よりよい制度への見直しをする。 

萩原 誠司 有 賛成 反対 賛成 賛成 反対 
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船田 元 有 賛成 反対 反対 賛成 反対 

古川 禎久 有 賛成 反対 反対 賛成 賛成 

牧原 秀樹 有 賛成 反対 その他 賛成 その他 

 

【意見】 １．撤回 

 ３．●●の見直しが必要。 

 ５．良いものと悪いもの、財源を考えつつ医療のためのベストな政策を考えていきたい。 

町村 信孝 有 賛成 その他 賛成 賛成 その他 

【意見】 ２．抜本的見直しが必要 

松浪 健太 有 賛成 無回答 賛成 無回答 賛成 

松浪 健四郎 有 賛成 無回答 その他 賛成 無回答 

 

【意見】 ２．療養病床の再編成は、ご高齢の方にあった適切なサービスを提供するためである。これまでに受け皿施設の創設等の支援策が講じられており、

介護療養型医療施設に入院されている方の追い出しを生じないよう、必要な医療・介護サービスに応えられるきめ細かな受け皿を進め、円滑な転

換を推進するよう検討を続けていく。 

 ３．長寿医療制度は、医療費の自己負担を現役世代より低い１割負担とし、低所得者への保険料の軽減も行うなど、高齢者が心配なく医療を受けら

れる仕組みであり、高齢者の医療費を国民全体で支えていくことを目的とした必要な制度ではあるが、高齢者の方々の心情等に配慮しつつ、より

よい制度への見直しを図っていくべき。 

 ４．地域の医療機関の役割分担・連携を図り、地域全体で急性期から回復期、慢性期までの切れ目のない医療が確保されなければならない。必要な

「慢性期療養病床」は確保しつつ、高齢者のニーズに応じて、多様な住まいと安心できる施設体系を構築していく。 

 ５．単に長寿医療制度を廃止し、元の老人保険制度に戻すということでは、負担のルールが明確でない。運営の主体が分からないといった問題のあ

る制度に逆戻りし、現場が混乱し、低所得の方の負担が上がるなど様々な問題が生じる。制度の廃止ではなく、高齢者の方々の心情等に配慮しつ

つ、よりよい制度へと見直していくべき。 

御法川 信英 有 賛成 反対 その他 賛成 その他 

 

【意見】 療養病床の再編成は必要であるが、現在施設に入院されている方々の追い出しを生じないよう、再編後の受け皿となる施設の充実を優先させること

が必要で、現時点では介護療養型医療施設は廃止すべきでない。 

 ３．後期高齢者の医療制度については、更によりよい制度への見直しをしてゆくべきである。 

 ５．単に元に戻すということではなく、問題は大胆に見直して、よりよい制度にしてゆくことが必要である。 

宮澤 洋一 有 賛成 無回答 無回答 賛成 無回答 
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民主党 

議員氏名 
回答 
有無 

１．2200 億円の社会保
障費の削減方針撤
回について 

２．介護療養型医療施設
の廃止について 

 

３．後期高齢者医療制度
について 

 

４．療養病床を含む慢性
期医療病床の増床
について 

５．小泉政権以降の高齢
者医療政策の白紙
化見直しについて 

枝野 幸男 有 賛成 反対 反対 賛成 賛成 
逢坂 誠二 有 賛成 反対 反対 賛成 賛成 
太田 和美 有 賛成 反対 反対 賛成 賛成 
岡本 充功 有 賛成 反対 反対 反対 賛成 

小川 淳也 有 賛成 反対 反対 賛成 賛成 
菊田 真紀子 有 賛成 反対 反対 賛成 賛成 
小平 忠正 有 賛成 反対 反対 賛成 賛成 
小宮山 洋子 有 賛成 反対 反対 賛成 賛成 
佐々木 隆博 有 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成 
階 猛 有 賛成 反対 反対 賛成 賛成 
篠原 孝 有 賛成 無回答 反対 賛成 賛成 
神風 英男 有 賛成 反対 反対 賛成 賛成 
末松 義規 有 賛成 反対 反対 賛成 無回答 

【意見】 小泉政権の一連の医療・福祉政策に反対の立場です。５は白紙化に賛成です。 

仙谷 由人 有 賛成 反対 反対 賛成 賛成 
【意見】 医療保険制度について、そもそも健康リスクの高い 75 歳以上を囲んだ“保険”はあり得ず、私達は将来的に職域まで含んだ医療保険の一元化を考え

ています。また、政府の療養病床削減については将来推計の数字自体が誤りであり、少なくとも現状の病床数は必要で、維持しなければならないと考

えています。 

髙木 義明 有 賛成 反対 反対 賛成 賛成 
田島 一成 有 賛成 無回答 反対 賛成 賛成 

 

【意見】 介護の場から追い出されたり、長期入所待ち等のないよう、将来にわたる必要な病床数の確保など、適切な医療・介護提供体制の再構築をしなけれ

ばいけません。 

田名部 匡代 有 賛成 反対 反対 賛成 賛成 
寺田 学 有 賛成 反対 反対 賛成 賛成 
中川 正春 有 賛成 反対 反対 賛成 賛成 
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長島 昭久 有 賛成 反対 反対 賛成 賛成 
仲野 博子 有 賛成 反対 反対 賛成 賛成 
西村 智奈美 有 賛成 反対 反対 賛成 賛成 

【意見】 ５．白紙化の全面見直しなら賛成。白紙化を全面見直しするなら反対。 

野田 佳彦 有 賛成 反対 反対 賛成 賛成 
鉢呂 吉雄 有 賛成 反対 反対 賛成 賛成 
鳩山 由紀夫 有 賛成 反対 反対 賛成 賛成 

 

【意見】 ２．療養病床の削減計画を中止すると共に、退院の受け皿となる介護施設の整備を早急に行います。 

 ３．この制度は年齢で差別するもので、75 歳以上の人口が増えるほど、その年齢層の方々の医療費負担が増える仕組みになっているため廃止します。 

 ４．地域の実情に合わせ、必要な病床数を確保すべきです。 

 ５．後期高齢者医療制度、70～74 歳の窓口負担を引き上げ、後期高齢者診療報酬などについて見直します。 

福田 昭夫 有 賛成 反対 反対 その他 賛成 

【意見】 ４．必要数を確保すべきだと考えます。 

藤村 修 有 賛成 反対 反対 賛成 賛成 
松野 頼久 有 賛成 反対 反対 賛成 賛成 

 

【意見】 日本の医療は、特に小泉改以降大きなダメージを受け続け、瀕死の状態に陥っています。高齢化が著しく進んでいるにもかかわらず、診療報酬の相

次ぐマイナス改定や、骨太 2006 による年間 2200 億円もの医療費抑制がなされました。規制改革会議は、低所得者が必要な医療を受けられなくなりか

ねない混合診療の解禁を主張し続けています。 

 鳩山代表は６月 17 日の党首討論の中で「コンクリートの方が大事で人の命を粗末にする今の政治を変えなければいけない」との発表をしました。コ

ンクリートではなく、人間を大事にするのが友愛の政治であります。 

 今後とも、日本の医療を再生するためにお力をお貸しいただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

松本 大輔 有 賛成 反対 反対 賛成 賛成 
松本 龍 有 賛成 反対 反対 賛成 賛成 
馬淵 澄夫 有 賛成 反対 反対 賛成 賛成 
三井 辨雄 有 賛成 反対 反対 賛成 賛成 

 

【意見】 療養病床を削減する介護療養病床再編計画を中止し、介護の場から追い出されたり、長い間入所待ちを余儀なくされたりしないよう、将来にわたっ

て必要な病床数を確保することが肝要です。地域における各種病床間・施設間の連携を促進し、適切な医療・介護提供体制を再構築します。 

和田 隆志 有 賛成 反対 反対 賛成 賛成 
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公明党 

議員氏名 
回答 
有無 

１．2200 億円の社会保
障費の削減方針撤
回について 

２．介護療養型医療施設
の廃止について 

 

３．後期高齢者医療制度
について 

 

４．療養病床を含む慢性
期医療病床の増床
について 

５．小泉政権以降の高齢
者医療政策の白紙
化見直しについて 

高木 美智代 有 賛成 賛成 賛成 賛成 反対 

【意見】 ５．国民の声を受け止め、必要な見直しは行う。 

田端 正広 有 賛成 無回答 賛成 無回答 無回答 
【意見】 医療・介護現場の実態をふまえて適切に対応したい。特に医師や介護人材不足・療養病床の受け皿不足については、必要な措置を検討したい。 
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日本共産党 

議員氏名 
回答 
有無 

１．2200 億円の社会保
障費の削減方針撤
回について 

２．介護療養型医療施設
の廃止について 

 

３．後期高齢者医療制度
について 

 

４．療養病床を含む慢性
期医療病床の増床
について 

５．小泉政権以降の高齢
者医療政策の白紙
化見直しについて 

赤嶺 政賢 有 賛成 反対 反対 賛成 賛成 

 

【意見】 日本の医療「崩壊」を招いている本質的な問題は、長きにわたる、国の「医療抑制政策」、「医師抑制政策」にあります。この政策を根本的に転換す

ることです。社会保障費の削減は限界にあります。社会保障の充実・拡充こそ求められています。 

 大学病院や病院の産科、小児科、麻酔科、外科、救急医療などの医師不足、病院や診療所の廃止、診療科の休止・廃止、そして勤務医や看護師の過

酷・過密労働を改善するためには、国の医療政策をあらためて、医師、看護師の大幅増員を図ることです。 

 貴会の慢性期医療の質の向上をはじめ、入院日数の制限、病床削減、診療報酬の引き上げ等の改善と見直しを行うべきです。 

笠井 亮 有 賛成 反対 反対 賛成 賛成 
穀田 恵二 有 賛成 反対 反対 賛成 賛成 

 

【意見】 自民・公明政権が社会保障費を削減し、行き場のない高齢者や患者を多数生みだしたことは、本当に許せません。社会保障費の削減から拡充への転

換、差別的な後期高齢者医療制度の廃止、療養病床の廃止・削減計画の撤回を求め、国会で取り組んできました。 

 今後も実現へ力を尽くします。 

佐々木 憲昭 有 賛成 反対 反対 賛成 賛成 
志位 和夫 有 賛成 反対 反対 賛成 賛成 

 

【意見】 自民・公明政権による、社会保障費の削減計画や医療改悪が医療崩壊をもたらし、国民の命を脅かしています。「医療難民・介護難民」を大量に生み

だし、患者と家族に多大な苦しみを負わせる病床削減計画と、診療報酬改悪や患者負担増による病院追い出しをやめさせるべきです。 

高橋 千鶴子 有 賛成 反対 反対 賛成 賛成 

 

【意見】 「良質な慢性期医療がなければ、日本の医療は成り立たない」との皆さんの立場を支持します。 

 社会保障費削減路線の転換を図るべきです。 
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国民新党 

議員氏名 
回答 
有無 

１．2200 億円の社会保
障費の削減方針撤
回について 

２．介護療養型医療施設
の廃止について 

 

３．後期高齢者医療制度
について 

 

４．療養病床を含む慢性
期医療病床の増床
について 

５．小泉政権以降の高齢
者医療政策の白紙
化見直しについて 

下地 幹郎 有 賛成 反対 反対 賛成 賛成 
 

新党大地 

議員氏名 
回答 
有無 

１．2200 億円の社会保
障費の削減方針撤
回について 

２．介護療養型医療施設
の廃止について 

 

３．後期高齢者医療制度
について 

 

４．療養病床を含む慢性
期医療病床の増床
について 

５．小泉政権以降の高齢
者医療政策の白紙
化見直しについて 

鈴木 宗男 有 賛成 反対 反対 反対 賛成 

 

【意見】 医療・介護は国民の安心・安全の源であり、政治の責任としてその整備・充実に努めなくてはなりません。当然、全ての分野において無駄な部分・

不必要な分野を見直す作業を行うことは必要ですが、単純に一律に廃止するという方法を取るのではなく、実情に沿った対応が求められると考えます。 

 ２の介護療養型医療施設、４の療養病床を含む慢性期医療病床についても、一律廃止または増床というのではなく、現場の声・実際の様子等をよく

踏まえた上で、適宜適切に判断していくことが必要です。 

 

無所属 

議員氏名 
回答 
有無 

１．2200 億円の社会保
障費の削減方針撤
回について 

２．介護療養型医療施設
の廃止について 

 

３．後期高齢者医療制度
について 

 

４．療養病床を含む慢性
期医療病床の増床
について 

５．小泉政権以降の高齢
者医療政策の白紙
化見直しについて 

江田 憲司 有 賛成 賛成 反対 賛成 賛成 

平沼 赳夫 有 賛成 反対 反対 賛成 賛成 
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【未回答の前衆議院議員】（平成 21 年 8 月 17 日現在） 

 

自由民主党 （五十音順、敬称略） 

議員氏名 
回答 
有無 

１．2200 億円の社会保
障費の削減方針撤
回について 

２．介護療養型医療施設
の廃止について 

 

３．後期高齢者医療制度
について 

 

４．療養病床を含む慢性
期医療病床の増床
について 

５．小泉政権以降の高齢
者医療政策の白紙
化見直しについて 

逢沢 一郎 

愛知 和男 

赤池 誠章 

赤城 徳彦 

赤澤 亮正 

秋葉 賢也 

安次富 修 

麻生 太郎 

安倍 晋三 

阿部 俊子 

甘利 明 

新井 悦二 

井澤 京子 

石田 真敏 

石破 茂 

石原 伸晃 

石原 宏高 

伊藤 公介 

伊藤 信太郎 

伊藤 忠彦 

伊藤 達也 

稲田 朋美 
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稲葉 大和 

井上 喜一 

井上 信治 

猪口 邦子 

伊吹 文明 

今井 宏 

今村 雅弘 

井脇 ノブ子 

岩永 峯一 

岩屋 毅 

上野 賢一郎 

浮島 敏男 

臼井 日出男 

宇野 治 

江崎 鉄磨 

江崎 洋一郎 

江渡 聡徳 

衛藤 征士郎 

遠藤 武彦 

遠藤 利明 

遠藤 宣彦 

近江屋 信広 

大島 理森 

太田 誠一 

大塚 拓 

大野 松茂 

大野 功統 

大村 秀章 

岡下 信子 
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岡部 英明 

岡本 芳郎 

小川 友一 

小此木 八郎 

小里 泰弘 

越智 隆雄 

小野 次郎 

小野 晋也 

小野寺 五典 

小渕 優子 

尾身 幸次 

嘉数 知賢 

鍵田 忠兵衛 

梶山 弘志 

片山 さつき 

加藤 勝信 

加藤 紘一 

金子 一義 

金子 善次郎 

金子 恭之 

上川 陽子 

亀井 善太郎 

鴨下 一郎 

河井 克行 

川崎 二郎 

河村 建夫 

瓦 力 

岸田 文雄 

北川 知克 
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北村 茂男 

北村 誠吾 

木原 誠二 

木原 稔 

木村 隆秀 

木村 勉 

木村 義雄 

久間 章生 

倉田 雅年 

小泉 純一郎 

河野 太郎 

河野 洋平 

高村 正彦 

河本 三郎 

古賀 誠 

小坂 憲次 

小島 敏男 

小杉 隆 

後藤 茂之 

近藤 三津枝 

近藤 基彦 

斉藤 斗志二 

坂井 学 

坂本 剛二 

坂本 哲志 

桜井 郁三 

桜田 義孝 

笹川 堯 

佐田 玄一郎 
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佐藤 剛男 

佐藤 勉 

佐藤 ゆかり 

佐藤 錬 

塩崎 恭久 

塩谷 立 

七条 明 

実川 幸夫 

篠田 陽介 

柴山 昌彦 

島村 宜伸 

菅 義偉 

菅原 一秀 

杉浦 正健 

杉田 元司 

杉村 太蔵 

鈴木 馨祐 

鈴木 淳司 

鈴木 恒夫 

薗浦 健太郎 

園田 博之 

平 将明 

髙木 毅 

高鳥 修一 

竹下 亘 

武田 良太 

武部 勤 

竹本 直一 

田中 和德 
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田中 良生 

棚橋 泰文 

谷 公一 

谷垣 禎一 

谷川 弥一 

谷畑 孝 

谷本 龍哉 

玉澤 徳一郎 

中馬 弘毅 

津島 雄二 

土屋 正忠 

寺田 稔 

土井 亨 

土井 真樹 

戸井田 徹 

渡海 紀三朗 

渡嘉敷 奈緒美  

徳田 毅 

永岡 桂子 

中川 昭一 

中川 秀直 

中川 泰宏 

長崎 幸太郎 

長島 忠美 

長勢 甚遠 

中谷 元 

中根 一幸 

中野 清 

中野 正志 
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仲村 正治 

中森 福代 

中山 太郎 

中山 成彬 

中山 泰秀 

並木 正芳 

二階 俊博 

西川 京子 

西川 公也 

西野 陽 

西村 明宏 

西村 康稔 

西本 勝子 

丹羽 秀樹 

丹羽 雄哉 

額賀 福志郎 

根本 匠 

野田 聖子 

萩生田 光一 

萩山 教嚴 

橋本 岳 

馳 浩 

鳩山 邦夫 

葉梨 康弘 

浜田 靖一 

早川 忠孝 

林 潤 

林 幹雄 

林田 彪 
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原田 憲治 

原田 義昭 

原田 令嗣 

平井 卓也 

平口 洋 

平沢 勝栄 

平田 耕一 

広津 素子 

深谷 隆司 

福井 照 

福岡 資麿 

福田 峰之 

福田 康夫 

福田 良彦 

藤井 勇治 

藤田 幹雄 

藤野 真紀子 

二田 孝治 

古屋 圭司 

保坂 武 

細田 博之 

保利 耕輔 

堀内 光雄 

増原 義剛 

松島 みどり 

松野 博一 

松本 純 

松本 文明 

松本 洋平 
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馬渡 龍治 

水野 賢一 

三ツ林 隆志 

三ツ矢 憲生 

三原 朝彦 

宮腰 光寛 

宮路 和明 

宮下 一郎 

武藤 容治 

村上 誠一郎 

村田 吉隆 

望月 義夫 

茂木 敏充 

森 英介 

森 喜朗 

森山 裕 

盛山 正仁 

森山 眞弓 

安井 潤一郎 

保岡 興治 

谷津 義男 

柳澤 伯夫 

柳本 卓治 

矢野 隆司 

山内 康一 

山際 大志郎 

山口 俊一 

山口 泰明 

山崎 拓 
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山中 燁子 

山本 明彦 

山本 公一 

山本 幸三 

山本 拓 

山本 朋広 

山本 有二 

与謝野 馨 

吉川 貴盛 

吉田六左エ門 

吉野 正芳 

若宮 健嗣 

渡部 篤 

渡辺 具能 

渡辺 博道 

渡辺 喜美 

 

 



20 
 

民主党 

議員氏名 
回答 
有無 

１．2200 億円の社会保
障費の削減方針撤
回について 

２．介護療養型医療施設
の廃止について 

 

３．後期高齢者医療制度
について 

 

４．療養病床を含む慢性
期医療病床の増床
について 

５．小泉政権以降の高齢
者医療政策の白紙
化見直しについて 

赤松 広隆 

安住 淳 

池田 元久 

石川 知裕 

石関 貴史 

泉 健太 

市村 浩一郎 

岩國 哲人 

内山 晃 

大串 博志 

大島 敦 

大畠 章宏 

岡田 克也 

奥村 展三 

小沢 一郎 

小沢 鋭仁 

加藤 公一 

金田 誠一 

川内 博史 

川端 達夫 

菅 直人 

黄川田 徹 

北神 圭朗 

吉良 州司 
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楠田 大蔵 

玄葉 光一郎 

郡 和子 

古賀 一成 

後藤 斎 

小宮山 泰子 

近藤 昭一 

近藤 洋介 

笹木 竜三 

下条 みつ 

鈴木 克昌 

園田 康博 

高井 美穂 

高山 智司 

武正 公一 

田嶋 要 

田村 謙治 

筒井 信隆 

津村 啓介 

土肥 隆一 

中井 洽 

長妻 昭 

長安 豊 

羽田 孜 

原口 一博 

伴野 豊 

平岡 秀夫 
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平野 博文 

藤井 裕久 

古川 元久 

古本 伸一郎 

細川 律夫 

細野 豪志 

前田 雄吉 

前原 誠司 

牧 義夫 

松木 謙公 

松原 仁 

松本 剛明 

三日月 大造 

三谷 光男 

村井 宗明 

森本 哲生 

山岡 賢次 

山口 壮 

山田 正彦 

山井 和則 

柚木 道義 

横路 孝弘 

横光 克彦 

横山 北斗 

吉田 泉 

笠 浩史 

鷲尾 英一郎 
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渡部 恒三 

渡辺 周 

 

社会民主党 

議員氏名 
回答 
有無 

１．2200 億円の社会保
障費の削減方針撤
回について 

２．介護療養型医療施設
の廃止について 

 

３．後期高齢者医療制度
について 

 

４．療養病床を含む慢性
期医療病床の増床
について 

５．小泉政権以降の高齢
者医療政策の白紙
化見直しについて 

阿部 知子 

菅野 哲雄 

重野 安正 

辻元 清美 

照屋 寛徳 

日森 文尋 

保坂 展人 

 

公明党 

議員氏名 
回答 
有無 

１．2200 億円の社会保
障費の削減方針撤
回について 

２．介護療養型医療施設
の廃止について 

 

３．後期高齢者医療制度
について 

 

４．療養病床を含む慢性
期医療病床の増床
について 

５．小泉政権以降の高齢
者医療政策の白紙
化見直しについて 

赤羽 一嘉 

赤松 正雄 

池坊 保子 

石井 啓一 

石田 祝稔 

伊藤 渉 

井上 義久 

上田 勇 

漆原 良夫 
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江田 康幸 

遠藤 乙彦 

大口 善徳 

太田 昭宏 

神崎 武法 

北側 一雄 

斉藤 鉄夫 

坂口 力 

佐藤 茂樹 

高木 陽介 

谷口 和史 

谷口 隆義 

富田 茂之 

西 博義 

東 順治 

福島 豊 

冬柴 鐵三 

古屋 範子 

桝屋 敬悟 

丸谷 佳織 
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日本共産党 

議員氏名 
回答 
有無 

１．2200 億円の社会保
障費の削減方針撤
回について 

２．介護療養型医療施設
の廃止について 

 

３．後期高齢者医療制度
について 

 

４．療養病床を含む慢性
期医療病床の増床
について 

５．小泉政権以降の高齢
者医療政策の白紙
化見直しについて 

石井 郁子 

塩川 鉄也 

吉井 英勝 

 

国民新党 

議員氏名 
回答 
有無 

１．2200 億円の社会保
障費の削減方針撤
回について 

２．介護療養型医療施設
の廃止について 

 

３．後期高齢者医療制度
について 

 

４．療養病床を含む慢性
期医療病床の増床
について 

５．小泉政権以降の高齢
者医療政策の白紙
化見直しについて 

糸川 正晃 

亀井 静香 

亀井 久興 

綿貫 民輔 

 

無所属 

議員氏名 
回答 
有無 

１．2200 億円の社会保
障費の削減方針撤
回について 

２．介護療養型医療施設
の廃止について 

 

３．後期高齢者医療制度
について 

 

４．療養病床を含む慢性
期医療病床の増床
について 

５．小泉政権以降の高齢
者医療政策の白紙
化見直しについて 

滝 実 

田中 眞紀子 

中村 喜四郎 

西村 眞悟 

野呂田 芳成 

 


